
 

真に求められる金型設計者とは 

〜 単なる「絵描き」を脱却し、生産性と利益を創出する設計への道しるべ 〜 

【心得】 

金型設計者としての本質的な価値は、美しく整った図面を描くこと（絵描き）ではありません。真

の設計者とは、製造現場の生産性を劇的に向上させ、圧倒的な原価低減をもたらす図面を提案でき

る存在です。過去の図面を漫然と流用する「踏襲」から脱却し、常に進化と革新を追求することこ

そが、設計者の真価を決定づけます。 

 

1. 「絵描き」と「金型設計者」の決定的違い 

「指示された通りの形状を線で引き、寸法を破綻なく配置する」。これだけで満足していれば、そ

れは「金型設計者」ではなく、ただの「CADオペレーター（絵描き）」に過ぎません。CADソフ

トが進化し、AIが形状生成を担う現代において、図面を綺麗に仕上げるだけの作業に設計者として

の価値はありません。 

真の「金型設計者」とは、自らが引いた一本の線、ひとつの公差、ひとつの構造選択が、後工程に

どのような影響を及ぼすかを常に完璧にイメージできている人のことです。図面は単なる幾何学模

様の集合体ではなく、加工・仕上げ・成形・保全に関わる全スタッフに対する「製造命令書」であ

り、「価値創出の設計図」でなければなりません。 

2. 「前例踏襲」という最大の罠からの脱却 

「過去の類似図面があるから、それを流用して少し変更しよう」——この発想は一見、業務効率化

に見えますが、思考停止の第一歩です。もちろん、実績のある構造を採用してリスクを回避するこ

とは製造業において不可欠です。しかし、そこに進歩や課題解決の意思がなければ、それはただの

「過去の模倣」に過ぎません。 

過去の図面には、当時の技術制約や、もしかすると当時の設計者が抱えていた「妥協」が含まれて

います。前例を盲信するのではなく、「本当にこの構造が最適なのか？」「新しい工具や加工法を

使えば工程を減らせないか？」「冷却効率をさらに上げるレイアウトはないか？」と常に疑い、進

化させる姿勢こそがプロフェッショナルです。 



3. 生産現場に喜ばれる図面とは何か 

設計者の評価を決めるのは、設計室の中ではなく「現場」です。図面が出図された後、製造・成形

の現場でどのようなことが起きているか、耳を傾けているでしょうか。 

（1）加工・組み立てのしやすさを考慮しているか 

加工機の特徴、使用する刃物の長さ、標準治具の配置、組み立て時の手元動線まで考慮されていま

すか。現場が「加工しにくい」「組付けに無駄なコツがいる」と感じる図面は、設計の配慮不足で

す。現場作業者が迷わず、スムーズに手を動かせる図面こそが最高品質です。 

（2）メンテナンス性を予見しているか 

金型は作って終わりではありません。何万、何十万ショットと生産を続ける中で、必ず摩耗し、メ

ンテナンスが必要になります。可動部の分解しやすさ、摩耗部品の交換容易性、予備品管理のしや

すさを図面段階で組み込むことで、現場の保全工数は劇的に削減されます。 

 

4. 「原価低減」に直結する図面を描く 

製品や金型のコストの約 80%は、設計段階で決定すると言われています。どれだけ加工現場が削り

方を工夫しても、設計段階で作られた無駄なコストをゼロにすることはできません。原価低減は設

計者の手にかかっています。 

（1）過剰な精度・指示の排除 

すべての箇所に極小公差や高精度な仕上げ指示を出していませんか。真に必要な部位と、そうでな

い部位メリハリをつけ、標準部品を積極的に活用することで、加工時間と部品調達コストを最小限

に抑えることができます。 

（2）成形サイクル短縮への貢献 

製品単価を大きく左右するのは、成形時の「サイクルタイム」です。冷却水路の位置やレイアウト

の工夫、熱伝導率の優れた素材の選定など、わずか 1秒、2秒のサイクル短縮を実現する図面は、

量産工場に莫大な利益をもたらします。 



 

 

5. 年代・立場別に目指すべき設計者像 

対象区分 求められる行動・意識変革の指針 

若手・中堅設計者 

（学びと挑戦） 

【徹底的な「なぜ？」の追求と現場主義】 

・過去図面をコピーする前に「なぜこの構造なのか」を自分で解説できるよ

うにする。 

・図面が出た後は必ず現場に足を運び、加工者・組付者の声（やりづらさ

等）を直接聞く。 

・毎回「1図面につき 1つ以上の改善（加工短縮・コスト減）」を意識的に

取り入れる。 

ベテラン設計者 

（革新と伝承） 

【成功体験の更新と組織への還元】 

・「昔からこうやっている」を捨て、最新の加工・成形技術を自ら率先して

取り入れる。 

・個人のノウハウを組織の「標準化」へと昇華させ、全体の生産性を高め

る。 

・若手に対し、線の引き方ではなく「なぜその構造にし、どうコストを下げ

るか」の思想を教える。 

 

結びに：革新的な図面が、会社の未来を創る 

設計者の描く図面一枚には、製造工数、成形サイクル、金型寿命、そして製品の原価と品質のすべ

てが凝縮されています。だからこそ、設計者がただの「絵描き」に留まるか、それとも「価値創出

の技術者」へと進化するかで、企業の競争力は決定的に変わります。 

若手は恐れずに「現場を良くするアイデア」を図面に込め、ベテランはその経験をもって「革新的

な設計への挑戦」を支え、導いてください。常に革新的な図面を提供し続けること——それこそが、

時代を超えて求められる金型設計者の真の姿です。 
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